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旧石器時代の宮代

• 約2万年前から宮代町

に人が住み始めた

• 黒曜石等を使って石器
を作った。

• 長野県の和田峠や諏
訪、栃木県高原山が産
地。秋田県の男鹿半島
産のものも確認されて
いる。



前原遺跡
（旧町営前原グラウンド、現在

は前原中学校校庭）
昭和55年発掘調査実施

前原遺跡出土の
ナイフ形石器
（槍の先）

石器を製作した場所



逆井遺跡の細石刃

• 左が細石刃。右が細石刃核。細石刃はカミソリの様な柄に複数の刃を
はめて使う石器。

• 細石刃核は細石刃を作り出す石器。これが発見されると、石器の製作
場であることが分かる。

• 埼玉県東部地区では唯一の遺跡。



宮代町最古の土器と発掘調査

• 上は約12,000年前の最も古い
土器。埼玉県東部地区では唯
一の土器

• 左は関東ローム層の中に見え
る遺構。平成14年度地蔵院遺
跡



約5,500年前の住居跡。四

角い住居跡

道仏北遺跡（H18・19）
道仏区画整理事業

四角い住居跡が丸い住居
跡と重なる。四角住居跡
が5,500年前。丸い住居跡
が5,000年前

この時期は最も東京湾が内
陸に進入した時期であったた
め、海辺であった。



１，２，３，７は金原遺跡（は
らっぱーく宮代）。４は前原
遺跡（前原中学校校庭）、５，
６は藤曽根遺跡、8は山崎

山遺跡（トクホン工場）

・宮代町で最も遺跡の数
が増える時期

宮代町で出土した縄
文時代後期約3,500

年前の土器



山崎遺跡（Ｈ18・19）

上が柄鏡形住居跡（約3,500年
前）、右上が伏甕。底部に穴が
あいておる。右が、住居跡から
出土した建築部材。材木は栗



鍛冶工房跡（山崎山遺跡）
約1650年前の鍛冶工

房。埼玉県で最古の鍛
冶工房。多量の鉄くず
が出土。

竪穴式の建物跡

郷土資料館内で剥ぎ取
りしたものを復元展示

鉄挺は朝鮮半島産



鍛冶工房から出
土した遺物

上が土師器

右が棒状鉄製品や鉄く
ず



姫宮神社古墳

今年発掘調査が行なわれた道仏遺跡に住む豪
族の墓域が姫宮神社古墳群ではないか？

約1,500年前の埴輪



古墳時代の遺物

上は宮代町唯一の勾玉。
道仏北遺跡（Ｈ18・19）
で発見されました。

左は古墳時代前期から
後期の土師器と須恵器。
宿源太山遺跡、道仏遺
跡から出土しました。



鎌倉街道

平成15年3月、宮代町大字東粂

原字宿屋敷から戦国時代の道路
状遺構と中世の集落跡が発掘さ
れました。これは鎌倉街道中道と
その宿場の跡と推定されます。



西光院

西光院は宮代町で最も由緒のあるお寺です。百間村の中
心地でもありました。この写真は昭和27年に焼失した西光

院本堂と玄関、庫裏です。荘厳な佇まいが分かります。

中世には、後北条氏、近世には徳川氏の庇護を受けまし
た。将軍からの朱印状や徳川家康画像も残っています。



上は北条康成書状。
康成は岩付城代でした。

右は北条氏房判物。
氏房は後北条当主北
条氏直の弟で岩付城

主でした。

西光院中世文書



浄土の国へ
西光院四脚門

左は笈ヶ岳経筒。
明治時代に石
川県で発見。武
州太田庄光福
寺と記される。
光福寺とは西光
院の別名。東京
国立博物館所
蔵。



西光院阿弥陀堂

昭和27年に焼失。室町時代の建物。残っていれば国宝級。



西光院阿弥陀三尊像

国の重要文化財。阿弥陀堂に元々あった。現在は東京国立博
物館に寄託。



徳川家康朱印状と家康画像

右の徳川家康画像は元々、西光院東照宮
にあったもの。昭和27年焼失したが画像は

残った。

上の徳川家康朱印状は太田庄の内50石を

西光院に寄進したもの



上の写真は粟田焼の茶碗。
三つ葉葵の家紋が入る。左
上は徳川秀忠朱印状、左下
は徳川家光朱印状。西光院
には歴代将軍12名の朱印

状が残る。



西光院絵図

西光院復元図

西光院

阿弥陀堂

五社神社

西光院
阿弥陀堂

五社神社

東光院

東光院

東神外

東神外

大蔵坊

大蔵坊

西神外



五社神社本殿（宮代町最古の建造物　安土桃山時代）





溜沼（笠原沼）水論絵図（万治元年頃）
1658年



笠原沼新田絵図（東武動物公園周辺）



笠原沼周辺航空写真（昭和47年）



国納沼周辺航空写真（昭和30年代）



国納沼周辺アップ（昭和30年代）



明治10年頃の国納沼周辺地籍図



明治10年頃の村別分布図
灰色は和戸村、オレンジが国納村、黄色が西粂原村



和戸沖の山

鈴木家文書



久喜市鷲宮町鷲宮神社文書
後北条氏印判状　

天正18年（1590）　戦国時代



明治22年、百間村、須賀村誕生

須賀村の役場は西粂原宝光寺

明治40年、国納丸屋地区（現在の和

戸駅西口付近）に移転

大正3年3月、須賀村役場、現在の和

戸公民館に移転

大正3年10月、和戸駅、御成街道付

近から現在地へ移転

大正5年3月、粂原小学校から須賀小

学校へ移転。

昭和30年7月、百間村と須賀村合併。

宮代町の誕生



・旧須賀村役場（２代）

・須賀村役場（３代）

・旧須賀村役場(初代）

・旧和戸駅

・和戸駅

・国納沼跡

・須賀小学校

・旧粂原小学校



埼玉県最古のキリスト教会

明治11年に設置された

和戸教会。当初は、小島
九右衛門宅を使用して
いたが、明治15年、この

教会堂が建設された。今
のセブンイレブン付近。

小島九右衛門は和戸村
の名主を勤めた人であ
る。



須賀村の鎮守　身代神社

上が、本殿の覆屋、右が本殿



百間村の鎮守　姫宮神社

上が拝殿、右が本殿側面




